
わ
が
国
初
の
Ｄ
Ｓ
教
育
研
究
拠
点

形
成
の
取
り
組
み

滋
賀
大
学
は
、
日
本
初
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
２
０
１
７
年
に
創
設
し
、
現
代
社
会
に
不
可
欠

な
デ
ー
タ
分
析
と
価
値
創
造
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
に
ま

い
進
中
で
あ
る
。
ま
た
学
部
卒
業
生
を
待
た
ず
に
大

学
院
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
前
期
・
後
期

課
程
を
す
で
に
開
設
し
、
企
業
人
材
の
高
度
化
を
通

じ
て
「
棟
梁
レ
ベ
ル
」や
「
業
界
ト
ッ
プ
タ
レ
ン
ト
」

の
高
度
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
本
学
の
本
格
的
な
Ｄ
Ｓ

教
育
が
実
践
的
な
取
り
組
み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
３
年
で
１
０
０
社
ほ
ど
の
企

業
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
構
築
し
、
そ
の
支
援
を

受
け
つ
つ
教
育
研
究
成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通

じ
て
企
業
の
課
題
解
決
と
価
値
創
造
に
貢
献
し
て
い

る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

外
部
連
携
重
視

〜
実
践
的
な
Ｄ
Ｓ
教
育
の
実
現
の
観
点

Ｄ
Ｓ
教
育
に
は
、
統
計
学
や
情
報
学
な
ど
知
識
を

学
ぶ
科
目
群
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
分
析
の
ス
キ
ル
を

磨
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
価
値
創
造
に
結
び
付

け
て
い
く
体
験
を
重
ね
る
実
践
的
な
場
が
必
要
で
あ

る
。
社
会
の
実
デ
ー
タ
を
多
量
に
保
有
し
て
い
る
の

は
大
学
よ
り
む
し
ろ
企
業
や
自
治
体
等
で
あ
り
、企
業

連
携
な
く
し
て
は
、
Ｄ
Ｓ
教
育
を
行
う
の
は
難
し
い
。

こ
の
た
め
、
本
学
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

の
設
立
前
か
ら
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
数
多
く
の

企
業
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
実
践
的
教
育
の

実
現
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
支
援
を
働
き
か
け
た
。

�
若
手
実
務
家
に
よ
る
デ
ー
タ
利
活
用
と
ビ
ジ
ネ
ス

最
前
線
に
関
す
る
講
義
の
提
供

新
し
い
職
業
で
も
あ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
モ
デ
ル
を
学
生
に
示
し
、
学
修
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
な
る
も
の
。

�
Ｐ
Ｂ
Ｌ（P

rojectB
ased

L
earning：

課
題
解
決
）

型
演
習
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
の
実
デ
ー
タ
の
提
供

さ
ま
ざ
ま
な
実
践
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
演
習
を
繰
り
返

し
、
デ
ー
タ
分
析
の
ス
キ
ル
向
上
と
価
値
創
造
の
体

験
を
養
う
も
の
。

�
デ
ー
タ
が
生
ま
れ
利
用
さ
れ
る
現
場
の
提
供
／
中

長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

実
習
機
会
と
な
り
、
知
見
を
深
め
、
自
ら
の
能
力

や
適
性
を
推
し
量
る
も
の
。

企
業
側
の
反
応
と
包
括
的
連
携
協
力

相
当
数
の
企
業
幹
部
と
話
し
合
う
な
か
、
多
く
寄

せ
ら
れ
た
の
は
、
大
き
な
寄
付
を
す
ぐ
に
行
う
の
は

難
し
い
も
の
の
、
�
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
デ
ー
タ
利
活
用

高
度
化
を
推
し
進
め
る
た
め
の
「
デ
ー
タ
分
析
人
材

の
深
刻
な
不
足
」
と
「
社
内
人
材
の
高
度
化
」
へ
の
対

応
、
�
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
「
助
言
」
や
「
研
究
推

進
」
と
い
う
強
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を
通
じ
た

須
江
雅
彦

す
え

ま
さ
ひ
こ

多
数
の
企
業
と
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス（
Ｄ
Ｓ
）

包
括
連
携
と
企
業
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献

―
―

滋
賀
大
学
の
取
り
組
み

滋
賀
大
学
理
事
・
副
学
長
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「
連
携
協
力
」、
の
２
点
に
つ
い
て
大
い
に
協
力
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

本
学
で
は
当
初
か
ら
Ｄ
Ｓ
の
社
会
実
装
推
進
を
重

要
な
使
命
の
１
つ
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

企
業
人
材
の
高
度
化
支
援
や
研
究
協
力
を
含
め
た
多

様
で
包
括
的
な
企
業
連
携
の
構
築
を
積
極
的
に
進
め

た
。研

究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
よ
る
組
織

的
対
応
と
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
連
携
協
力

Ｄ
Ｓ
分
野
で
は
課
題
発
見
と
解
決
方
針
の
検
討
に

あ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
や
知
見
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
学
で
は
米
国

の
大
学
な
ど
と
同
様
に
国
内
初
の
Ｄ
Ｓ
研
究
者
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
お
り
、
研
究
室
単
位
で
は

な
く
、
企
業
の
求
め
に
応
じ
た
最
適
な
研
究
者
チ
ー

ム
編
成
を
行
う
組
織
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
教
育
連
携
や
共
同
研
究
、
人
材
育
成
な

ど
多
方
面
で
の
包
括
的
な
連
携
協
力
を
可
能
と
し
て

い
る
。

例
え
ば
、
若
手
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
講

義
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
の
紹

介
も
含
ま
せ
、
共
同
研
究
で
は
必
要
経
費
や
デ
ー
タ

の
一
部
教
育
利
用
提
供
も
相
互
の
連
携
協
力
の
な
か

で
実
現
し
て
お
り
、
い
わ
ば
企
業
と
大
学
と
の
間
で
、

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
と
の
共
同
研
究
の
成
果
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型

演
習
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
学
生
の
能
力

発
揮
な
ど
に
つ
い
て
、
企
業
側
か
ら
取
り
組
み
評
価

が
情
報
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
外
部
連
携
は
さ
ら
に

拡
張
し
て
い
る
。

企
業
連
携
を
通
じ
国
内
最
大
規
模

の
Ｄ
Ｓ
教
育
研
究
拠
点
を
形
成

本
学
で
は
、
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金

が
低
迷
す
る
な
か
で
、
企
業
の
価
値
創
造

に
貢
献
す
る
共
同
研
究
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
得
た
外
部
資
金
を
も

と
に
、
若
手
の
優
秀
な
研
究
者
を
継
続
的

に
増
員
し
て
お
り
、
学
部
発
足
時
１９
名
の

体
制
か
ら
、
現
在
で
は
３８
名
の
教
員
・
研

究
者
体
制
へ
と
拡
大
し
た
。
同
時
に
、
Ａ

Ｉ
を
含
む
Ｄ
Ｓ
の
基
盤
研
究
も
進
め
て
お

り
、
国
内
大
学
最
大
規
模
の
Ｄ
Ｓ
教
育
研

究
拠
点
を
実
現
し
て
い
る
。
学
部
が
来
年

完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
大
学
院
の
拡
充
を

に
ら
み
今
後
さ
ら
に
強
化
を
続
け
る
予
定

で
あ
る
。

国
内
最
高
水
準
の
Ｄ
Ｓ
教
育
研
究
を

通
じ
て
わ
が
国
社
会
経
済
発
展
に
貢
献

今
日
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
化
な
ど
に
よ
り
、
デ

ー
タ
の
利
活
用
は
Ｉ
Ｔ
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
製
造

業
で
も
そ
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
を
支
え
る
な
ど
、
金

融
や
医
療
、
農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
高
度
化
が

進
行
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
意
味
を

見
い
だ
し
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
Ｄ
Ｓ
は
、
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
革
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
、
そ

の
担
い
手
と
な
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、

高
ま
る
需
要
に
反
し
、
世
界
的
に
も
不
足
し
て
お
り
、

特
に
日
本
で
は
高
等
教
育
機
関
で
の
統
計
学
教
育
の

不
足
か
ら
、
極
度
に
こ
の
分
野
の
人
材
育
成
が
遅
れ

て
い
る
。

滋
賀
大
学
は
、
わ
が
国
Ｄ
Ｓ
教
育
研
究
の
水
準
を

向
上
さ
せ
、

企
業
と
の
連

携
を
さ
ら
に

深
め
、
わ
が

国
経
済
社
会

に
貢
献
し
て

い
こ
う
と
い

う
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
、
今
後

と
も
推
し
進

め
る
考
え
で

あ
る
。
関
係

の
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い

し
た
い
。

図表１ データサイエンス―価値創造のための新たな科学

図表２ 滋賀大学DS教育研究拠点

図表３ データサイエンス学部のカリキュラム概要

価値創造
ビジネスなどのさ
まざまな課題を読
み取り、得られた
知見を最適な意思
決定に活かす

新たな
知見

データエンジニアリング
大規模データを加工・処理す
るための専門知識とスキル
（情報学・コンピュータ科学）

データアナリシス
大規模データを分析・
解析するための専門知識
とスキル（統計学）

ビッグデータ
現代社会の資源

データサイエンス教育研究拠点
（40名近くの専任研究者を集結）

データサイエンス教育研究センター
（2016―）

データサイエンス学部（2017―）
1学年 100名

大学院データサイエンス研究科
修士 入学定員20名 （2019―）
博士 入学定員3名 （2020―）

数多くのさまざまな企業
データサイエンティスト協会

統計数理研究所
理化学研究所AIPセンター
内外の大学、政府、自治体

ＪＩＮＳＥ 等

社会人の高度化
需要にも対応

外部連携重視

価値創造基礎科目

DS専門科目

領域別専門科目

同演習科目

PBL実践演習
（卒業演習含む）

1年 4年

価値創造応用科目

データ駆動型PBL演習

PBL基礎演習

データサイエンス（DS）
基礎科目

データエンジニアリング系
科目

データアナリシス系科目

データ解析科目

これからの大学教育と採用・インターンシップのあり方
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